Development of the school management system in utilizing counselors in the school community: through the interview survey by administrators by 山口 豊一 et al.


















Development of the school management system in utilizing 
counselors in the school community: through the interview survey  
   
山口豊一・市川麗・長谷川恵 

















































ると，小学校の不登校人数は 24,175 人，中学校は 95,442 人であると報告されている。また，いじめ
の認知件数においても小学校では 118,805 件，中学校 55,248 件，高校 11,039 件と報告されている。






































調査は半構造化インタビュー（面接）を用いた。また，１件の面接は 30～45 分程度であった。 
 



























④ データ D：H 中学校校長，H 中学校教頭にグループインタビュー調査を行った。インタビュー調
査対象者（キ・ク）の概要は以下の通りである。 
キ：H 中学校校長１年目，男性，前 I 市教育委員会室長。 
































TABLE1 概念のカテゴリー化（ステップ 2） 
（３）概念化２（ステップ３） 
ステップ３では，ステップ２で概念化した発言データに，データ C を追加し，概念化を行った
（TABLE２）。なお，データ B からは追加できるものがなかった。 
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 ステップ４では，ステップ３で概念化した発言データにさらにデータ D を追加し，概念化を行っ
た（TABLE3）。 
 手続きは，ステップ３と同様に行った。その結果，ステップ３で生成された 18 の概念に追加・修















TABLE3 概念のカテゴリー化（ステップ 4） 
概念 スクールカウンセラーの配置の現状 










































2 週間に 1 回ではやっぱり、校長から助言をもらいまして、それでは少ないだろうと。確
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